
              

 

山
崎
統
合
幕
僚
長
は
、
６
月
12
日
、
Ｇ
20
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
咲
洲
（
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

府
）
を
視
察
さ
れ
た
。 

 

中
部
方
面
隊
は
、
６
月
28

日
か
ら
30
日
に
開
催
さ
れ
た

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
支
援
を

実
施
し
た
。 

 

支
援
に
先
立
ち
、
自
然
災

害
や
テ
ロ
災
害
へ
の
備
え
を

強
化
す
る
た
め
、
必
要
な
準

備
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
上
級
部
隊
、
海
空
自
衛

隊
、
関
係
他
機
関
等
と
の
情

報
共
有
に
努
め
た
。 

 

6
月
24
日
か
ら
は
、
厳
戒

態
勢
の
会
場
周
辺
に
お
い
て

支
援
態
勢
を
確
立
、
円
滑
な

サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
寄
与
し
た
。 

勢
場 

 

て
本
番
に
臨
ん
だ
。
に

お
い
て
、
サ
ミ
ッ 

 

ト
開
催
時
に
災
害
が
発

生
し
た
と
の
想
定
の
も

と
、
洋
上
医
療
拠
点
と

し
て
の
運
用
要
領
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
航

空
機
の
発
着
艦
訓
練
及

び
患
者
搬
送
訓
練
を
行

い
、
不
測
事
態
へ
の
対

処
を
演
練
し
た
。 

 
 
 

 

各
部
隊
は
、 

第１１９号 

さ
き
し
ま 

（１） 

方
面
総
監
統
率
方
針 

任
務
の
完
遂 

陸
上
自
衛
隊 

中
部
方
面
総
監
部
広
報
室 
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Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
支
援 

 
 

山
崎
統
幕
長
が
咲
洲
を
視
察 

Ｇ ２
０ 

消毒 

災害 
派遣 

 
 

   
 

不 測 事 態 発 生 時 の 対 処 態 勢 を 確 立 

豚の追い出し  

護衛艦「かが」における発着艦訓練 

 

第
10
師
団
（
師
団
長 

鈴
木
陸
将
）
は
、
岐
阜
県
山
県
市

で
発
生
し
た
豚
コ
レ
ラ
に
対
す
る
岐
阜
県
知
事
か
ら
の
災
害

派
遣
要
請
を
受
け
、
６
月
５
日
（
水
）
か
ら
今
年
度
４
回
目

と
な
る
豚
の
殺
処
分
等
の
支
援
を
実
施
し
た
。 

 

豚
、
約
８
千
頭
の
殺
処
分
等
の
支
援
終
了
後
、
６
月
８
日

（
土
）
、
岐
阜
県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
を
受
け
防
疫
活
動

を
終
了
し
た
。 

豚
コ
レ
ラ
（
岐
阜
県
・
山
県
市
） 

林
野
火
災
（
高
知
県
・
北
川
村
） 

 

第
14
旅
団
（
旅
団
長 

小

和
瀬
将
補
）
は
、
６
月
21

日
（
金
）
、
高
知
県
北
川

村
で
発
生
し
た
林
野
火
災

に
対
す
る
高
知
県
知
事
か

ら
の
災
害
派
遣
要
請
を
受

け
航
空
機
に
よ
る
空
中
消

火
活
動
を
実
施
し
た
。 

 

６
月
22
日
（
土
）
山
林

火
災
鎮
圧
に
伴
い
、
高
知

県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請

を
受
け
、
活
動
を
終
了
し

た
。 

中部方面航空隊、航空学校保有のＣＨ- 
４７×２機も空中消火を実施 

不測事態対処訓練 

Ｇ２０大阪サミット会場を視察する山崎統合幕僚長（大阪府庁咲洲庁舎にて） 

災害 
派遣 

医療施設の開設 

緊急時に備え待機する航空部隊 被災者救援訓練 

２０１９年７月４日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

（２） 

 
 

 

第
３
師
団
（
師
団
長 

田
中

陸
将
）
は
、
５
月
28
日
（
火
）

か
ら
６
月
１
日
（
土
）
の
間
、

青
野
ヶ
原
演
習
場
等
に
お
い

て
、
第
３
偵
察
隊
（
隊
長 

弓

削
２
佐
）
に
対
す
る
、
令
和
元

年
度
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を

実
施
し
た
。 

 

本
検
閲
は
、
第
３
偵
察
隊
に

対
し
、
師
団
の
陣
地
防
御
に
お

け
る
戦
術
行
動
を
検
閲
科
目
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。 

 

検
閲
官
は
、
「
各
級
指
揮
官

の
継
続
的
か
つ
的
確
な
状
況
判

断
、
各
人
の
職
責
を
全
う
せ

よ
、
基
本
・
基
礎
の
確
行
」
の

３
点
を
要
望
さ
れ
、
「
部
隊
及

び
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
本
検
閲

ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た
練
成

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
訓
示
さ

れ
た
。 

 

第
１
次
師
団
訓
練
検
閲 
第
３
師
団 

監視活動 

目標地域への前進 

 

受
閲
部
隊
は
、
隊
長
要
望
事

項
で
あ
る
「
最
善
を
尽
く
せ
」

を
合
言
葉
に
、
３
夜
４
日
に
わ

た
り
、
戦
闘
地
域
の
解
明
等
を

継
続
的
に
行
っ
た
。
部
隊
は
、

作
戦
遂
行
に
必
要
な
情
報
を
積

極
的
か
つ
適
時
に
師
団
長
に
提

供
し
「
師
団
の
耳
目
」
と
し
て

の
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 
 

              

師
団
長
は
、
全
て
の
隊
員
に
対

し
「
検
閲
間
、
真
摯
に
任
務
達

成
に
邁
進
す
る
隊
員
諸
官
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
変
心

強
く
感
じ
た
。
」
と
訓
示
を
述

べ
た
。 
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自
衛
官
候
補
生
前
期
教
育
修
了 
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ル
オ
ン
少
将
着
任
挨
拶 

姫路駐屯地 

 

中
部
方
面
隊
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か

け
、
方
面
区
内
の
各
部
隊
（
駐
屯
地
）
に
お
い
て
、

平
成
31
年
３
・
４
月
に
採
用
し
た
一
般
曹
候
補
生
及

び
自
衛
官
候
補
生
の
前
期
教
育
の
修
了
式
を
実
施
し

た
。 

  

約
３
か
月
の
教
育
を
終
え
た
隊
員
た
ち
は
、
自
衛

官
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
し
、
一
社
会

人
と
し
て
も
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
。 

  

修
了
式
で
は
、
多
数
の
来
賓
、
家
族
等
が
見
守
る

中
、
国
歌
斉
唱
、
修
了
証
書
授
与
、
成
績
優
秀
者
表

彰
及
び
修
了
申
告
等
が
行
わ
れ
た
。
代
表
挨
拶
を
述

べ
た
、
第
３
１
４
共
通
教
育
中
隊
（
大
津
駐
屯
地
）

平
良
里
紗
候
補
生
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
を
振
り
返

り
、
教
官
、
助
教
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
同
期
と
切
磋

琢
磨
し
て
乗
り
越
え
た
経
験
を
振
り
返
っ
た
。 

 

式
に
参
加
し
た
隊
員
家
族
の
中
に
は
、
見
違
え
る

ほ
ど
に
逞
し
く
成
長
し
た
我
が
子
に
接
し
、
感
涙
す

る
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。 

  

修
了
式
を
終
え
た
各
候
補
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配

置
先
部
隊
で
、
職
種
の
専
門
的
な
教
育
を
更
に
３
か

月
受
け
、
９
月
中
旬
頃
か
ら
、
本
格
的
な
部
隊
勤
務

を
開
始
す
る
。 

 

溌
剌
と
し
た
新
隊
員
の
新
風
に
よ
り
、
更
な
る
部

隊
の
活
性
化
を
期
待
し
た
い
。 

 

射
撃
訓
練
実
施
中
の
演
習
場
外
に
お
け
る
被
害
に
関
す

る 

      饗庭野演習場における迫撃砲弾の着弾 
       による事故調査を報告 

普
通
科
連
隊
で
隊
付
教
育 

写 真 

レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練 

任
務
完
遂 

写 真 

方 面 隊 施 設 科 合 同 訓 練  

 
 

障
害
処
理
（
東
富
士
）
・ 

渡
河
訓
練
（
吉
井
川
） 

教
育
修
了
式 

 約１，９００名がそれぞれの職種部隊へ 

人員用通路の開設 

 

第
４
施
設
団
（
団
長 

小
谷
将
補
）
は
、
５
月
28

日
か
ら
30
日
の
間
、
東
富

士
演
習
場
、
６
月
17
日
か

ら
21
日
ま
で
の
間
、
青
野

原
演
習
場
及
び
吉
井
川

（
岡
山
県
）
で
「
令
和
元

年
度
方
面
隊
施
設
科
合
同

訓
練
」
を
実
施
し
た
。 

 

前
段
の
障
害
処
理
訓
練

で
は
、
普
通
科
等
職
種
と

の
協
同
に
よ
る
偵
察
か
ら

戦
闘
予
行
、
陣
前
障
害
の 

第
３
偵
察
隊 

 

第４施設団 

自
衛
官
候
補
生 

一
般
曹
候
補
生 

 
 

第
３
偵
察
隊
、
任
務
完
遂
に
執
念
を
燃
や
す
！ 

 

９２式地雷原処理車の投射 

大津駐屯地 

戦闘地域の解明 

重門橋の構築 軽門橋の運用 

処
理
等
一
連
の
行
動
に
つ 

い
て
演
練
し
た
。
ま
た
、

92
式
地
雷
原
処
理
車
の
投

射
等
の
実
射
訓
練
に
師
旅

団
の
隊
員
約
３
０
０
名
が

参
加
し
、
方
面
管
内
の
各

普
通
科
連
隊
施
設
作
業
小

隊
等
約
30
名
が
訓
練
を
研

修
し
た
。 

 

ま
た
、
10
年
振
り
に
生

地
で
の
渡
河
攻
撃
訓
練
を

行
い
普
通
科
と
施
設
科
の

協
同
要
領
を
演
練
し
た
。 

    

２０１９年７月４日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

（３）   

中
部
方
面
音
楽
隊
は
、
令
和

元
年
５
月
31
日
（
金
）
西
宮
市

の
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
51
回
定
期
演

奏
会
を
実
施
し
た
。
昨
年
は
、

第
50
回
の
節
目
と
な
っ
た
定
期

演
奏
会
で
歴
史
と
伝
統
を
守
り

つ
つ
平
成
最
後
を
締
め
く
く
っ

た
。
今
年
は
、
中
部
方
面
音
楽

隊
の
新
た
な
伝
統
を
築
く
令
和

最
初
の
本
演
奏
と
し
て
迎
え
た
。 

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第
１
部
で

歴
史
あ
る
我
国
日
本
の
美
し
い

風
土
や
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
法

人
の
曲
目
を
中
心
に
吹
奏
楽
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
や
行
進
曲
を
披
露

し
た
。
第
２
部
で
は
吹
奏
楽
屈

指
の
名
曲
「
リ
ン
カ
ー
ン

シ
ャ
ー
の
花
束
」
や
鶫
３
曹
の

歌
で
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
、

そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も
人
気

の
高
い
「
ポ
ー
ロ
ヴ
ェ
ツ
人
の 

                  

中
部
方
面
音
楽
隊 

 
 
 
 

第
51
回
定
期
演
奏
会 

第
３
師
団 

鶫３曹による独唱 

高度な演奏で観客を魅了 

踊
り
（
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊

り
）
」
を
並
べ
た
。
特
筆
す
べ

き
は
、
人
気
作
曲
家
の
清
水
大

輔
氏
に
委
嘱
し
た
「
大
地
が
息

吹
く
」
。
本
演
奏
会
が
世
界
初

演
で
あ
る
。
本
曲
は
、
日
本
や

世
界
各
地
で
活
躍
す
る
自
衛
官

が
ひ
た
む
き
に
任
務
に
邁
進
す

る
姿
や
厳
し
い
訓
練
へ
と
臨
む

姿
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お
り
、

自
衛
官
の
力
強
さ
や
信
頼
感
を
、

清
水
氏
の
躍
動
的
で
颯
爽
と
し

た
音
楽
に
よ
り
表
現
し
た
。 

  

来
場
し
た
聴
衆
か
ら
は
、

「
あ
っ
と
言
う
間
の
2
時
間
で

し
た
」
「
サ
ウ
ン
ド
が
素
晴
ら

し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

達
成
感
と
充
実
感
を
与
え
る
演

奏
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い

る
。 

離任挨拶 

「○
○
○
○
○
○
○
」 

千里眼 在
日
米
陸
軍
連
絡
将
校 

離
任 
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ル
オ
ン
少
将
着
任
挨
拶 

伊 丹 

  

６
月
１
日
（
土
）
、

伊
丹
駐
屯
地
修
親
会

（

会
長 

木
口

陸
将

補
）
は
、
真
田
山
旧
陸

軍
墓
地
（
大
阪
市
天
王

寺
）
に
お
い
て
会
員
約

１
６
０
名
で
清
掃
奉
仕

活
動
を
実
施
し
た
。 

 

真
田
山
墓
地
は
、
明

治
４
年
に
創
設
さ
れ
た

日
本
で
最
初
の
陸
軍
墓

地
で
第
１
・
２
次
世
界

大
戦
に
お
い
て
祖
国
の

た
め
に
殉
職
し
た
英
霊

が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

修
親
会
は
、
今
後
も

奉
仕
活
動
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
く
。 

射
撃
訓
練
実
施
中
の
演
習
場
外
に
お
け
る
被
害
に
関
す

る 

      饗庭野演習場における迫撃砲弾の着弾 
       による事故調査を報告 

普
通
科
連
隊
で
隊
付
教
育 

写 真 

レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練 

任
務
完
遂 
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       護衛艦「ゆうだち」（大湊基地） 
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オピニオンリーダー・丹櫻会 青森地区研修  

陸
・
海
・
空
部
隊
等
を
訪
問 

  

５
月
９
日
（
木
）
、
川

西
駐
屯
地
修
親
会
及
び
駐

屯
地
曹
友
会
は
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
像
及
び
看
護
婦

慰
霊
塔
（
川
西
市
内
）
に

お
い
て
会
員
約
40
名
で
清

掃
奉
仕
活
動
を
実
施
し
た
。 

 

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
５

月
12
日
の
「
看
護
の
日
」

に
あ
わ
せ
、
世
界
に
２
体

し
か
な
い
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
像
に
、
地
域
住
民
等
が

顕
花
に
訪
れ
る
こ
と
か
ら

川
西
赤
十
字
奉
仕
団
及
び

川
西
市
役
所
福
祉
課
と
連

携
し
て
実
施
し
た
。 

概況説明（三沢基地） 

 

中
部
方
面
隊
は
、
６

月
12
日
（
火
）
か
ら
14

日
（
木
）
ま
で
の
間
、

青
森
駐
屯
地
、
海
上
自

衛
隊
大
湊
基
地
、
航
空

自
衛
隊
三
沢
基
地
及
び

米
軍
三
沢
基
地
に
お
い

て
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
・
丹
櫻
会
の
部
隊

見
学
を
支
援
し
た
。 

 

青
森
駐
屯
地
で
装
備

品
展
示
（
冬
季
装
備
品

に 

 
 

 

６
月
６
日
（
木
）
、
総
監

部
に
お
い
て
、
在
日
米
陸
軍

連
絡
将
校
エ
イ
ジ
ス
少
佐
の

離
任
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

エ
イ
ジ
ス
少
佐
は
、
平
成

28
年
６
月
か
ら
約
３
年
間

勤
務
し
た
。
在
任
間
、
持
ち

前
の
明
る
さ
と
、
協
調
性
、

高
い
日
本
語
力
を
生
か
し
た 

真
田
山
陸
軍
墓
地
清
掃 

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
像
清
掃 

奉仕活動／地域とともに 

ジ
ョ
ー
セ
フ
・
Ｍ
・
エ
イ
ジ
ス
少
佐 

総監と固い握手 

  

５
月
９
日
（
木
）
、
川

西
駐
屯
地
修
親
会
及
び
駐

屯
地
曹
友
会
は
、
に
川
西

市
内
に
あ
る
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
像
及
び
看
護
婦
慰

霊
塔
の
清
掃
を
実
施
し
た
。 

 

修
親
会
は
、
昨
年
度
か

ら
徳
操
教
育
の
一
つ
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
。
当
日
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、 

本
年
度
は
、

昨
年
の
成
果
を
拡
大
し
、

計
43
名
が
参
加
し
、
地
域

に
貢
献
す
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。 

装備品展示（青森駐屯地） 

Ｆ１６戦闘機（米軍三沢基地） 

川 西 丁
寧
な
業
務
に
よ
り
、
中
部

方
面
隊
と
在
日
米
陸
軍
と
の

相
互
協
力
の
推
進
及
び
相
互

運
用
性
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
。 

 

離
任
後
は
、
太
平
洋
陸
軍

司
令
部
（
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル

ル
市
）
で
勤
務
す
る
。 

 
 

等
）
、
海
上
自
衛
隊
大

湊
基
地
で
護
衛
艦
「
ゆ

う
だ
ち
」
、
航
空
自
衛

隊
三
沢
基
地
及
び
米
軍

三
沢
基
地
で
Ｆ
２
及
び

Ｆ
16
戦
闘
機
を
そ
れ
ぞ

れ
研
修
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
本
研
修

を
通
じ
て
陸
海
空
自
衛

隊
の
活
動
を
理
解
す
る

た
め
の
資
を
得
た
。 

２０１９年７月４日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

地本のチカラ 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第３１回） 福知山駐屯地業務隊 
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（４） ２０１９年７月４日発刊号 中部方面隊広報紙 

  第１４偵察隊 

 （善通寺駐屯地） 

   先任上級曹長 

 曹長 門田 良司   

絆農園の様子 

ＣＳＭの提言 

 

講
師
は
本
部
長
と
第
８
普
通
科
連
隊
（
横
井
千
絵
３
等

陸
曹
・
鳥
居
紗
希
３
等
陸
曹
）
２
名
の
女
性
自
衛
官
が
務

め
た
。 

 

女
性
自
衛
官
は
鳥
取
中
部
地
震
で
の
活
動
状
況
を
紹
介

し
、
本
部
長
は
、
自
身
が
経
験
し
た
南
三
陸
町
に
お
け
る

東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
派
遣
活
動
状
況
や
鳥
取
沖
断
層

地
震
に
伴
う
津
波
の
災
害
予
測
を
通
じ
て
、
自
ら
身
を
守

る
た
め
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
訴
え
た
。
ま
た
、

南
三
陸
町
防
災
対
策
庁
舎
の
防
災
無
線
に
携
わ
っ
た
町
職

員
の
話
や
雲
仙
普
賢
岳
に
関
す
る
長
崎
県
知
事
の
「
使
命

感
」
に
触
れ
た
式
辞
等
の
話
を
織
り
交
ぜ
、
命
の
大
切
さ
、

尊
さ
に
つ
い
て
話
を
展
開
し
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。 

 

講
話
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
生
徒
か
ら
「
家
族
と
共
に
、

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
」
「
生
命
が
一 

 

自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長 

１
等

陸
佐 

青
木
秀
敏
）
は
、
令
和
元
年
５
月
27
日

（
月
）
鳥
取
城
北
高
校
に
お
い
て
、
全
校
生
徒
約

６
０
０
名
（
教
職
員
及
び
鳥
取
県
教
育
委
員
会
関

係
者
２
名
を
含
む
。
）
に
対
し
、
生
徒
ら
に
「
災

害
発
生
時
に
留
意
す
る
べ
き
事
項
」
を
伝
え
る
と

と
も
に
「
命
の
大
切
さ
、
尊
さ
」
を
考
え
て
も
ら

う
目
的
で
防
災
講
話
を
実
施
し
た
。 

 
 

番
大
事
で
、
そ
の

生
命
は
誰
か
の
使

命
感
で
守
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
っ

た
」
「
自
衛
隊
に

興
味
が
湧
き
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
っ
た
。 

 

鳥
取
地
方
協
力

本
部
は
、
防
災
講

話
実
施
校
を
拡
大

し
、
防
災
講
話
を

通
じ
た
地
域
の
防

災
意
識
の
向
上
と

自
衛
隊
へ
の
理
解

深
化
に
努
め
て
い

く
。 

（連載第１０回  ： 鳥取地本） 

講師を努める横井３曹 

 

福
知
山
駐
屯
地
業
務
隊

は
、
京
都
府
北
部
を
担
当

地
域
と
し
て
、
関
係
部
外

団
体
（
京
都
府
自
衛
隊
家

族
会
、
同
家
族
会
福
知

山
・
舞
鶴
・
綾
部
・
宮

津
・
京
丹
後
・
亀
岡
支
部

及
び
福
知
山
自
衛
隊
隊
友

会
）
と
連
携
し
て
、
家
族

支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

 

平
成
28
年
度
、
当
初
駐

屯
地
近
傍
の
家
族
会
福
知

山
支
部
及
び
福
知
山
隊
友

会
が
主
体
と
な
っ
て
、
各

部
隊
等
と
連
携
し
た
安
否

確
認
訓
練
を
実
施
、
そ
の

実
績
を
積
み
上
げ
た
。
平

成
30
年
以
降
は
、
地
域
を

拡
大
し
、
京
都
府
自
衛
隊

家
族
会
会
長
及
び
各
支
部

会
長
の
参
加
を
得
て
定
期

的
に
会
同
を
行
う
と
と
も

に
、
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
訓

練
に
併
せ
た
訓
練
要
領
を

綿
密
に
調
整
す
る
等
、
更 

写 真 

 

平
成
31
年
３
月
23
日
付
で

第
14
偵
察
隊
先
任
上
級
曹
長

に
上
番
し
た
門
田
曹
長
で
す
。 

 
 

２
年
後
に
定
年
を
迎
え
る

古
参
隊
員
で
す
が
、
精
強
な

偵
察
隊
の
た
め
に
全
力
で
職

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 

さ
て
今
回
、
投
稿
の
機
会

を
得
ま
し
た
の
で
、
私
が
大

切
に
し
て
い
る
「
笑
顔
」
の

活
用
に
つ
い
て
提
言
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
私
が
、
20
数
年
前
に
子
供

と
一
緒
に
野
球
教
室
に
通
っ

て
い
る
と
き
で
し
た
。
「
自

衛
官
の
方
は
笑
わ
な
い
の
で

す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
事
が

あ
り
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。
自
分
自
身
の

心
に
余
裕
が
な
く
面
白
い
こ

と
や
楽
し
い
と
き
に
笑
顔
が

出
な
く
な
っ
て
い
る
自
分
が

そ
こ
に
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
苦
い
経
験
も
あ
り
、

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
を

思
い
、
私
自
身
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
や
職
務
に
多
種
多
様
な
難

局
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
笑
顔
を
作
る
こ
と
を

意
識
し
て
、
自
分
自
身
を
変

え
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま 

 
 

家族支援に関する会同の様子      

し
た
。
そ
の
結
果
、
笑
顔
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
職
務
に

お
い
て
も
部
下
隊
員
に
対
し

労
い
の
言
葉
を
か
け
た
り
、

隊
員
の
悩
み
を
聞
い
た
り
と
、

他
人
に
接
す
る
時
も
自
然
と

振
る
舞
い
に
変
化
が
生
じ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経

験
か
ら
、
少
し
の
笑
顔
が
大

き
く
な
り
多
く
の
隊
員
が
本

当
に
笑
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
悩
み
も
軽
減

し
各
種
訓
練
も
笑
顔
で
乗
り

切
れ
る
精
強
な
部
隊
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
持

論
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
時
と
場

合
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば

「
笑
顔
」
が
諸
刃
の
剣
と
な

り
得
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご

承
知
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
笑
顔
で
敬
礼
、

笑
顔
で
答
礼
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

常
に
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
、
笑
顔
で
部
隊
の
雰
囲

気
を
向
上
さ
せ
て
強
靭
な
第

14
偵
察
隊
の
歯
車
の
一
部
と

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
お
り

ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

な
る
支
援
態
勢
の
確
立
を

図
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
家

族
支
援
行
事
「
絆
農
園
」

（
家
族
会
福
知
山
支
部
主

催
）
に
お
い
て
は
、
隊
員

家
族
と
家
族
会
会
員
と
の

顔
合
わ
せ
を
逐
次
行
っ
て

い
る
。
今
年
６
月
に
は
令

和
初
の
開
催
と
あ
っ
て
、

過
去
最
多
の
１
４
７
名

（
隊
員
家
族
42
世
帯
１
２

７
名
、
家
族
会
会
員
20

名
）
の
参
加
を
得
た
。
野

菜
の
収
穫
を
通
じ
た
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
隊
員

家
族
と
家
族
会
と
の
共
助

意
識
の
芽
生
え
を
感
じ
る

印
象
深
い
「
絆
農
園
」
と

な
っ
た
。 

 

今
後
も
関
係
部
外
団
体

と
の
連
携
を
更
に
強
化
し

て
、
家
族
支
援
施
策
の
実

効
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き

た
い
。 

 
 


